
　平成１８年１月１７日（火）午後３時から、相模原市消防指令センター

４階講堂において、第７回相模原市・藤野町合併協議会が開催され

ました。

　協議会では、「相模原市・藤野町合併基本計画」について協議が

行われ、原案どおり決定しました。このことにより、合併協議会に

おけるすべての協議が調いました。

　議事等の内容については、次のとおりです。

報 告 事 項　 報　告　事　項 　 

　　　　　　　　　　　　　　　　
報告第１３号　市町における住民説明
会及びパブリック・コメント（相模
原市実施）における意見について

　　　　　　　　　　　　　　　　
○住民説明会の開催結果
　相模原市、藤野町でそれぞれ実施
した住民説明会における主な意見等
について報告があり、承認されまし
た。

●住民説明会における主な意見等は、
３面をご覧ください。
○藤野町との合併についてのパブリ
　ック・コメントの結果
　相模原市が実施したパブリック・
コメントの結果について報告があ
り、承認されました。
〈実施概要〉
　１　意見の募集期間　　　　

平成１７年１２月１２日（月）から 
平成１８年１月５日（木）まで

　２　意見提出状況　　
１２人（２３件）

　３　意見の内訳
（同様の意見は集約しました）

 

 
●提出された意見と市としての考え
方は、３面をご覧ください。
　また、市のホームページ、広域
行政推進課、各出張所、各公民館、
行政資料コーナーでもご覧いただ
けます。

協 議 事 項　協　議　事　項 　 

　　　　　　　　　　　　　　　　
協議第３５号　相模原市・藤野町合併
市町村基本計画について

　　　　　　　　　　　　　　　　
→原案のとおり決定
　合併市町村基本計画（素案）に

対して行った神奈川県との事前協
議及び意見募集の結果概要の説明
と、合併協議会としての対応策に
ついての説明の後、協議が行われ
ました。

 主な意見

藤野町委員
　新市の一体感を確保するために
も、早期に津久井広域道路やさが
み縦貫道路などの整備が求められ
ているが、早期実現の見通しはど
うか。

土木部会
　津久井広域道路は、さがみ縦貫
道路のアクセス道路として位置付
けられており、津久井地域と相模
原市の一体感を醸成する中でも、
骨格路線として大変重要な役割を
占めている。
　この道路は、事業主体が神奈川
県であり、現在、用地交渉等に取
り組んでいただいている。
　さがみ縦貫道路については、城
山インターチェンジから相模原イ
ンターチェンジまでについて、国
では平成２４年度を目標としている。
　これらの道路が着実に整備が進
められるよう市長が会長となって
いる「関東国道協会」や「相模原
市幹線道路網整備促進協議会」な
ど関係する協議会とともに要望す
るなど、様々な機会を通じて整備
促進に努めている。

藤野町委員
　合併すると職員が増えることに
なるが、財政計画上、人件費は平
成２７年度まであまり変化がないが
どうしてか。

事務局
　財政計画上、一般職員について
は、合併後毎年１％ずつ削減し、
平成２２年度までの４年間で計１６５名
の削減を見込んでおり、その後、平
成２７年度まではそのままの体制を
維持するものとして推計している。
また、退職者の多い年があるので、
退職手当の関係で人件費がなだら
かに減るような形にはなっていな
い。合併により一時的に職員数は
増えるが、合併のスケールメリッ
トを生かして職員数を削減してい
くということで推計している。

藤野町委員
　新市の一体感が図られるよう、
津久井広域道路などの整備促進と

併せて、金銭的にも安く相模原市
中央部へ行き来できるようなソフ
ト面での対策を検討していただき、
すばらしい合併になるようお願い
したい。

藤野町委員
　相模原市の都市内分権の検討状
況はどのようになっているのか。

企画部会
　相模原市では本年度より、出張
所及び公民館区である１８地区のう
ち、２地区をモデル地区として選
び、地域のことは地域で議論して
いただくという考え方のもとに、
モデル事業を展開している。来年
度以降、２地区ずつ増やしていき
最終的には市内全地区にこのよう
な地域を考える場を設置していき
たいと考えている。

報 告 事 項　 報　告　事　項 　 

　　　　　　　　　　　　　　　　
報告第１４号　合併協定書（案）について

　　　　　　　　　　　　　　　　
　事務局より、合併協定書は、相
模原市と藤野町が本合併協議会に
おいて協議してきた事項を取りま
とめたもので、法律に基づく手続
きをする前に、市町の間で合併協
定書の調印を行い、これまで行っ
てきた合併協議の内容を最終的に
確認するためのものであるという
説明がされ、原案のとおり承認さ
れました。

そ の 他　 　そ　の　他　 　

（１）神奈川県から移管される事務
　　について
　相模原市は中核市であるため、
津久井郡４町の区域において神奈
川県が実施している事務のうち、
中核市が処理するとされている事
務は、合併時に相模原市へ移管さ
れる旨の報告と事務の移管にあた
っての基本方針、神奈川県との調

整、主な移管事務の考え方につい
て説明がありました。

（２）今後の予定について
　今後は、「相模原市・藤野町合
併基本計画」について、神奈川県
知事との協議を経たうえで合併協
定の調印を行うことや、法律に定
める諸手続きの説明がありました。
　また、今後も住民の皆様へ合併
に関するお知らせなどを実施して
いく必要があることから、合併の
期日として予定している平成１９年
３月１１日の前日である３月１０日ま
で、本協議会を存続することとな
りました。

アドバイザーからの一言
吉田アドバイザー　
　　本日決定された合併市町村基本
計画に関連して、感じたことが２
点ある。

　　１点目は、近年の地方制度改革
の動向を見ると、行政面や財政面
において市町村の自己決定、自己
責任が非常に強く求められ、その
状況はますます厳しくなってきて
いるわけだが、本計画は行政の効
率性や経済性、あるいは市民との
パートナーシップというものを組
み込んで、都市経営を展開してい
くという内容でまとめられている。
今後もこのような方向でまちづく
りを進めていくことが重要である
ということである。

　　２点目は、これからの望ましい
都市の姿とは、そこに暮らす人た
ちにとって多様な生活の選択肢を
備えていることだと捉えられるが、
本計画により自然系と都市系とい
う２つの系統で、これまでにない
多様性を持った新市が誕生してい
くだろうということである。合併
後においては、大都市としての自
覚を持った都市形成や都市経営に
努めていくことにより、多くの市
民の方々が望まれる都市が、将来
実現するものと考える。

８件１．藤野町との合併について

５件２．合併後の事業、住民サー
　　ビスについて

１０件３．合併後のまちづくりについて
２３件合　　　計

藤野町相模原市市町

平成１７年
１２月２２日～

１２月２３日

平成１７年
１２月６日～

１２月２３日

開催
期間

７回２３回回数

５５名２１７名参加者
総数


